
ずっと夢に見た馬の世界。すラリーマンをしながら叶

わぬ夢を見つづけて田々とした日々を過ごしていた自分

に別れを告げて、幸運にもBTCで 研修することが叶い、

新しいスタートをLjることができました。わかっていた

つもりだったのですが、現実と型恕のギャップは思いの

ほか大きく、「ヽ そのものを知っていなかったJと 改め

て感じることが多いです。今でも知らないことばかりで

すが、「半年が過ぎたJと 人に言われて気づくぐらい、

私の中ではとても早く時間は流れています。

思い返せば研1参が始まった当初は、道具の使い方がわ

からずに、馬房内のボロはろくに取れず、フォークやク

マデ、竹帯すらまともに使えないレベルでした。手入れ

をしてもヽに暖まれたり、腕られたりと総いもので、席

乗ではポロポロとよく落馬していました。あのLJのこと

を考えれば、「今は随分と成長したなJと 思います。厩

舎作業時間も短縮でき、他の作業を探せるようになり、

姉来でも早々におちることは無くなりました。最初のLF

は教官が粒で併たして注意されていた走路峨乗も、今で

は生徒だけでペースなどを考えながら防禾が出来ていま

す。この短期間で 「こういったことを出来るようになれ

るのがBTC」 と、各観的に見れば驚きすら感じること

でしよう。私もここに入る前はそう思つていましたが、

それはあくまでそういった日線だからだと思うようにな

りました。実際は失敗ばかりでflFlケが進み、知識が増

えて如れば女Rるほど後から反省することが本当に多い

育成調教技術者蓑成研修 第 30期 生 黒 サ|1 祐 希

です。

10月に入ってから、JRA育 成馬の四‖致に参加させてい

ただいきましたが、何も知らない者馬にさまざまなルー

ルを教えていく工柱に、考えさせられることが多く、と

ても勉強になっています。普段接している乗用馬は、す

でに訓教されて大入しいので、「馬とはこういう物だ」

と針覚していたのだと改めて考えさせられると同H手に、

馬に対する核じ方、対応の仕方、乗り方など考え直さな

ければならないと反省しています。馬も■き物であり、

感情を持っているので、様々な性格の馬がいます。そし

て何よりも繊細です。基本的には何も変わらないのです

が、当然のように感じていても見央いがちな部分、ほん

の些細なことが生き物を扱う上で大切なのだと気付かさ

れました。

ここに来る前はあくまで競馬ファンに過ぎず、馬のこ

とについては何も知らなかつた自分が、ここの研修を受

けたことにより、夢であった馬の世界が現実になり、打

きなだけ馬のことを学べているので、本当に良かったと

感じています。毎日頭を使い考え、葛藤し、失敗と「4省

を繰り返す。だからこそ姉乗が,5くいったときや、馬が

応えてくれたときに感じる喜びはひとしおであり、日常

では味わえないとても濃密で充実した日々が過ごせるの

だと思っています。研1ケは残り半年をl」ってしまいまし

たが、自己研鎖に励み一流のホースマンを月指して精進

していこうと思っています。
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「馬と共に…・」

4月 から研修が始まり気付けばもう十年の月日を馬と

共に過ごしているc入 構当初は慣れない共司生活に苦労

し、経験のない屈舎作業、馬とllRれ合うこともぎこちな

かった。しかし、半年が経った今では、共司生活によっ

て社会性やルールを理解し、厩舎作業も自ら行えるよう

になり、馬と接することにも余裕ができてきた。始栞司H

練についても、乗馬をやっていた人もいれば、ヽ に跨がっ

たことのない、触ったことのない人もいた.ス ター トラ

インは全 くバラバラだったのに、現時点では計が経験者

で誰が米経験者なのか兄分けがつかないほど上達した十1

このBTCに は女Π設を身につけたい、技1子をはきたいと

望めば、それをIf決してくれる環境がある。チR識を身に

つけたいなら本を借 りて調べることができる。技術を店

きたいなら寮にあるシミュレーターをll用し、さらに自

分の騎乗に納律いかない点があれば、教官に相談すれば

細かく的碓なア ドバイスを聞くことができる。それを自

分で試行錯誤 して騎乗に生かしていくc始 めは研修施設

内にある渡馬場、角馬場、 1川 800mの 教育用た路を使

用していたが、今では民間の育成牧場が共用する訓教施

設 (BTC)も 併用し、さらに充実した騎来司‖線を行って

育成調教技術者養成研1多 第30期 生 望 月  香 里

いる。

私はこの■年間で何Шか自分白身の壁を乗り越えてき

た。しかし、その壁を来り赳えられたのは、失敗しても「方

,「なら出来る、来り越えられる」と、信じ続けていと咤し

てくだきった教官方や励ましてくれた仲間とがいたから

である。毎日、所乗ll練は行っているが、100°。の院乗

が出来たことはほとんど,にいと思う。落馬、斜行といっ

たアクシデントは研1歩生とのほとんどが経験している。

失敗をすれば一日気分が重くなり、悔し涙を流すOF修生

もいる。しかし、失敗しなければ成功への道は開かれず、

考え、思い情み、 自分自身で答えを見つけ出さなければ

自分の身にならないと、私は思っている。これが馬乗り

の楽しい所でもあり、辛い所でもある。これからの半年

間、まだまだ末熟な私達に容放なく次々と難問が出てく

るであろう。しかし、一流の本一スマンを目指す私達切F

lケ生は良きライバルではあるが、第一に仲間として共に

なんでいきたい。

,Flケ生一同、残り半年同、向 Lフいを忘れず研修に取り

組んでいきたいと思っています。応援よろしくお順いし

ます.

『良き理解者になるために』

4月 に開読した研修も十年が経過しました。これから

は騎乗技術のさらなる向上と同貯に、若馬に対する馬の

扱い、コ‖技、スピー ド調教など、より実践に近い形の研

軽種馬育成調教センター 養 成担当者 志 木寸 本 国貞

修に突入していきます。今春、牧場に従事する彼らに必

要なことは経験だと感じていますので、それを実践で活

かすことのできる立派なホースマンになってもらいたい

④=Fζニユース



と思っています。

この業界に従事して20年、指導する立場になって13年

が経ちました。その中で、若い子の考え方の変化を強く

感じてきました。私がこの業界に入った時の指導法は、

「根性論J真 只中でしたが、今の若い子にそのやり方は

通用しません。理論に沿った形で受け手が納得するよう

に指導していかないと、理解はしてくれないようになり

ました。しかし、私が感じるのは、こういった形で進め

ることによって、頭の中で 「簡単にできるJと いう安易

を考え方に直結してしまう恐れがあるように思えます。

頭では理解しても、実際にやってみると、できないと

いったことが起きているのが実情です。もちろん、すべ

てではありませんが、手本を示して教えた後に 「でき

る?Jと 聞いてみると 「できます !Jと 衡単に言ってく

る場面が本当に多くあります。ただ、実際にやらせてみ

ても、ほとんどできることはありません。皆さんもこう

いった経験はお有りなのではないのでしょうか ?本人は

「積極性があるJと アピールしているのかどうかはわか

りませんが、私にはあまり好印象を持つことができませ

ん。結局、それは当人の考え方などに問題があるのでは

ないかと思っています。

「できます。Jよ りも 「やらせて下さい。J「やってみ

ます。Jと 言われた方が、私は好印象を持つことができ

ます。「できるJと 言ってしまうと、「完壁にこなせま

す。Jと いう意味に相手が受け取ってしまいがちにな

るので、もしできなかった時に、言った当人は苦しく

なってしまい、せっかくやろうとしている彼らの積極

性が薄くなってしまいがちになってしまいます。この

ようなやりとりの中で、「どう言えば相手により良い印

象を持っていただけるのか ?Jと いった言い方が彼ら

はまだチwらないように感じます。そういった経験のⅢ

で、若い子の考え方を如るために、積極的にコミュニ

ケーションを取ることが最善の方策だと感じるようにな

りました。

北海道日本ハムファイターズの選手達は栗山監督に対

し、今年リーグ優勝した際の会見で 「監督のために…J

という感謝の言葉が多数出てきました。現場経験のない

栗山監督は2月のキャンプから積極的に選手とのコミュ

ニケーションをはかっていき、選手を信頼し、失敗して

もチャンスを与え続けました。また、選手をファームに

落とす際にも、落とす理由をしっかりと述べているの

で、選手がモチベーションを維持しながら次のチャンス

が来るまで待つことができました。こういった細かな配

慮が、選手からの信頼を得て、リーグ優勝が出来たのだ

と感じています。

ここに今の若い世代に対してのコミュニケーションの

取り方などが隠されているように思います。上に立つも

のが、下が聞いてくることを待つのではなく、積極的に

下の世代におりていき、手間を惜しまずに話かけること

が大切だと感じています。また、その際にしっかりとし

た理由を述べ、「なぜそうなのか 'それではいけないの

か ?ど う思っているのか PJと 相手を尊重しながら会話

の中で指導、助言をすると、相手も納得した状態で理解

することができます。上に立つ者の根気強さが、下が育

つきっかけになっていくのではないでしょうか。

私は今の若い世代に対して、接し方を変え始めまし

た。仕事以外にも積極的にコミュニケーションを図り、

下の世代に入り込んでいけば、下の世代に自分の思いは

必ず伝わると考えています。若い子は言葉ひとつで人生

観が変わることがあります。その子達にとって人として

の良い指導者、理解者になってあげられれば、これから

の競馬業界になくてはならない人材に育っていくと思っ

ています。「この人と一緒に仕事がしたい !Jそ う思わ

れる方が多くいていただきたいと切に願っています。
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